
公益財団法人ふくしまフォレスト・エコ・ライフ財団 

令和４年度事業報告書 

Ⅰ 基本方針への対応 

基本方針である、森林の中で自然との共生を学び、体験し、様々な形で森林とふ

れあうライフ・スタイルを創出するフォレスト・エコ・ライフの推進、実践を図り

「自然との共生」の普及に寄与するため、公の施設の指定管理者として管理してい

る「ふくしま県民の森」において、各種事業を展開した。 

また、令和４年度も前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を

図りながら、利用者の利用満足度の向上と質の高いサービスの提供を念頭に運営し

た。 

 

Ⅱ 令和４年度 財団中長期計画（平成２５年度～令和５年度）の推進状況 

(1) 森林学習施設区域利用者数等 

新型コロナウイルス感染症拡大のため、様々な活動が制限される中、前年度

に引き続き学校の利用が新型コロナウイルス感染症拡大前（コロナ前）と比べ

大きく減少したことなどから、森林学習施設区域における利用者数は目標を達

成できなかった。 

ア 森林学習施設区域利用者数                    （単位：人） 

年  度 区  分 目標値 実  績 達成率（実績／目標値） 

平成 25年度 計画始期  12,303  

令和元年度 コロナ前 13,300 14,109 106％ 

令和３年度 前 年 度 14,300  6,440 45％ 

令和４年度 当 年 度 14,700  8,844 60％ 

 

イ 森林館の入館者数                        （単位：人） 

年  度 区  分 目標値 実  績 達成率（実績／目標値） 

平成 25年度 計画始期  3,313  

令和元年度 コロナ前 3,300 3,343 101％ 

令和３年度 前 年 度 4,100 1,888 46％ 

令和４年度 当 年 度 4,500 2,173 48％ 



ウ 学校・団体利用者数                      （単位：人） 

年  度 区  分 目標値 実  績 達成率（実績／目標値） 

平成 25年度 計画始期  5,108  

令和元年度 コロナ前 5,230 4,317 83％ 

令和３年度 前 年 度 5,760 2,593 45％ 

令和４年度 当 年 度 6,040 3,302 55％ 

 

(2) オートキャンプ場区域の利用者数等  

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため施設利用を

最大８割に制限するとともに、感染者が周期的に増加し、７月からの夏休み期

間が第 7波、１１月から年末年始を含む１月までが第８波となり、引き続き影

響があったものの、ワクチン接種の進展などで社会的に落ち着いてきたことや、

他人との接触が少ないオートキャンプの需要が底堅く推移したことなどで、利

用者数の目標は達成した。 

また、近隣の方々が多い日帰り温泉の利用者数は、目標には達しなかったも

のの、目標の９０％まで回復した。 

ア オートキャンプ場利用者数（料金対象外の幼児を除く）            （単位：人） 

年  度 区  分 目 標 値 実  績 達成率（実績／目標値） 

平成 25年度 計画始期  25,709  

令和元年度 コロナ前 31,500 40,292 128％ 

令和３年度 前 年 度 32,500 32,954 101％ 

令和４年度 当 年 度 33,000 36,572 111％ 

 

イ 日帰り温泉利用者数                       （単位：人） 

年  度 区  分 目 標 値 実  績 達成率（実績／目標値） 

平成 25年度 計画始期  13,598  

令和元年度 コロナ前 14,200 14,338 101％ 

令和３年度 前 年 度 14,600 10,213 70％ 

令和４年度 当 年 度 14,800 13,346 90％ 

 

 

 

 



Ⅲ 指定管理者としての「ふくしま県民の森」の管理運営状況 

「ふくしま県民の森」として、施設が設置目的に沿って利用され、公平で質の高

いサービスが提供できるよう、「ふくしま県民の森の管理に関する基本協定」や関係

法令等を遵守するとともに、諸規程に基づき適切な運用に努めた。 

また、利用者が安心して快適に利用できるよう、環境整備や施設の維持管理を行

うとともに、災害等の危機管理の徹底を図った。 

さらに、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図りながら、企画・運営能力を

発揮し利用者が森林に親しみながら楽しめる事業を展開するとともに、可能な限り

利用者の期待に応えられるよう丁寧な対応を行ったほか、事業収入の確保に努めた。 

 

１ オートキャンプ場管理運営事業（公益事業） 

事業収入の大きな部分を占めるオートキャンプ場利用収入は、過去最高の収入

額となり、コロナ前の令和元年度を上回った。 

  オートキャンプ場利用収入                  （単位：千円） 

年  度 区 分 収入金額  備  考 

令和元年度 コロナ前 101,925  利用者数 40,292人 

令和３年度 前 年 度 96,581  利用者数 32,954人 

令和４年度 当 年 度 105,091 前年比 109％  利用者数 36,572人 前年比 111% 

 

２ 県民の森管理受託事業（公益事業）による施設の管理・運営 

森林学習施設区域（５２．１ｈａ）とオートキャンプ場区域（３９．４ｈａ）

合計９１．５ｈａの「ふくしま県民の森」の施設と緑地について、季節ごとの状

況に応じて管理・運営を行った。 

（１）施設管理 

  ① 森林学習施設区域 

森林館、森林学習館、水道施設、温泉施設、駐車場等を計画的に管理した。 

   ② オートキャンプ場区域 

ビジターセンター、サテライトハウス、コテージ、トレーラー等を計画的

に管理した。 

 

（２）緑地管理 

① 森林学習施設区域 

芝生管理や県道沿いの除草、森林の下刈り、枯損木の除去等を計画的に実

施した。 

また、サクラ（県道沿いのものを含む）について、病害木の管理や施肥を



実施した。 

② オートキャンプ場区域 

  道路法面の下刈り、テントサイト周辺の危険木の除去、樹木整理等を計画

的に実施した。 

 

３ 施設の高規格化、老朽化対策 

利用者の利用満足度の向上、施設の老朽化への対応及び施設管理の効率化を

図るため、福島県から交付されている「県民の森管理受託事業」と利用収入から

得られた財団の財源（オートキャンプ場管理運営事業）を用いて、施設の修繕や

備品の更新などを実施した。 

（１）福島県の財源による対応（県民の森管理受託事業ほか） 

  ・ビジターセンター 

チップボイラー循環ポンプ修繕 

・コテージ 

浴室照明更新（ＬＥＤ）、風呂釜パイプ修繕、スズメバチ駆除、防蟻処理、 

スロープ修繕、バルコニー修繕 

     ・テントサイト等 

サテライトハウス漏水修繕、サテライトハウス給湯機修繕、 

サテライトハウス混合栓修繕、乗用サイト整備機修繕、 

ホイールローダーブレード修繕、野外テーブル・イス修繕 

・森林学習施設区域 

森林館電気設備修繕、森林館汚水管修繕、浄化槽制御盤タイマー修繕、 

森林学習館上水管修繕、ユースキャンプ場外灯修繕（ＬＥＤ）、 

乗用モア修繕、 

 

（２）財団の財源（オートキャンプ場管理運営事業（公益事業））による対応 

・ビジターセンター 

通路照明交換（ＬＥＤ）、浴室照明交換（ＬＥＤ）、給湯ラインポンプ修繕、 

ボイラー配管修繕、内線電話回線修繕 

    ・コテージ 

浴室シャワー修繕、ロールカーテン修繕、テラス修繕、換気扇修繕 

・常設トレーラー   

カーテン交換、キッチン部建具修繕、エアコン修繕、内線電話回線修繕、 

換気扇更新、電気ポット更新、テレビ更新、ソファーカバー更新 

 

 

 



４ 利用者の安全確保対策 

・強風、豪雨等の自然災害による被害発生防止対策（巡視、誘導等） 

・大型野生動物（ツキノワグマ、イノシシ）対策のための巡回強化、 

監視カメラによる観察、森林下層木の伐採、電気柵の管理 

・スズメバチの巣の駆除やアリ駆除等虫対策 

・新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインに基づく感染対策の徹底 

・定期消防訓練の実施 

 

 Ⅳ 「県民の森管理受託事業」以外の受託事業（公益事業） 

  財団の基本理念に沿った事業を、計画通り受託し実施した。 

１ 福島県農林水産部委託事業 

（１）森林づくり指導者養成事業 

・もりの案内人養成講座の運営(受講者数２０人) 

・グリーンフォレスター養成講座の運営（受講者３人）  

（２）森林ボランティアサポート事業 

   森林づくり指導者の派遣、情報誌の発行（１回）、動画作成(１回)、情報発信 

森林整備道具貸出、スキルアップサポート、森林ボランティア育成研修 

（３）森林文化公開体験事業 

森林文化公開体験事業の運営（サンショウウオ漁及び里山あそびの記録ビデ

オ作製など） 

 

２ 福島県こども未来局委託事業    

（１）自然あそび事業 

   主に未就学児を対象とした外遊びや、自然とのふれあい体験（３２回）     

（２）子どもと青年の異世代交流事業 

若い世代（県内大学生）の指導力強化のための自然遊びを通した子どもとの

ふれあい活動研修事業（６回）、親子イベント（１回) 

 

Ⅴ 自主事業の実施 

１ オートキャンプ場関連事業 

（１）ショップ（物品販売）・カフェ・物品貸付事業（収益事業） 

キャンプ場利用者の利便性向上のため、ショップでの物品販売、カフェの運

営、レンタル品の貸付の事業を実施した。新型コロナウイルス感染症対策とし

てキャンプ場利用上限数を制限したことや、カフェの席数を半分にし、物品貸



付はテント等の定番レンタル品の貸付を休止したことから、これらの収入は、

新型コロナウイルス感染症発生前と比べて減少した。 

物品販売・貸付・カフェ事業収入                （単位：千円） 

年  度 区  分 
ショップ売上 

（物品販売） 
カフェ売上 物 品 貸 付  

令和元年度 コロナ前 14,436 3,160 3,618 

令和３年度 前 年 度 12,426 2,054 1,373 

令和４年度 当 年 度 13,528 2,748 1,393 

 

（２）ＦＥＬ制度事業（公益事業） 

ＦＥＬメンバーズは、先行予約やキャンセル待ちといった予約に関する特典

のほか、宿泊ポイントにより利用料金が割引される特典があり、昨年度よりも

利用者が増えたことなどから、登録者数は増加した。 

新規登録及び更新の人数               （単位：人） 

年  度 区  分 登 録 者 数 前年からの増減率 

令和元年度 コロナ前 1,529  

令和３年度 前 年 度 1,140 -23％ 

令和４年度 当 年 度 1,187 +4％ 

 

２ ビジターセンターにおけるサービスの提供 

（１）日帰り温泉の提供（収益事業） 

日帰り温泉は、近隣の方の利用が多いことに加え、オートキャンプ場の利用

者が多いこともあり、新型コロナウイルス感染症の影響を強く受け、令和２年

度に大きく減少したものの、社会的な落ち着きとともに、回復してきている。 

 日帰り温泉利用者数（再掲）             （単位：人） 

年  度 区  分 実  績 前年からの増減率 

令和元年度 コロナ前 14,338  

令和３年度 前 年 度 10,213 +8％ 

令和４年度 当 年 度 13,346 +31％ 

 

（２）キッズプレイス提供（ビジターセンター内） 

   新型コロナウイルス感染症対策のため、前年度に引き続き休止した。 

（３）森林との共生関連図書の自由閲覧（ビジターセンター） 

   新型コロナウイルス感染症対策として、席数を減らすなどの対策を講じなが

ら、利用を継続した。 



３ 環境教育事業（公益事業） 

・ ＦＥＬ助成金交付事業として、ＮＰＯ法人福島県もりの案内人の会に助成金

を交付した。 

・ ふくしま生き物調査発表会を開催し、森林ボランティア等に、福島大学の学

生が県内の生き物の調査結果を発表する機会を提供した。 

 

４ 福島県の森林再生に向けた取組 

  （１）木質チップボイラーの運用 

福島県が設置した木質チップボイラーの適切かつ効果的な運用を図るため、

関係機関と連携して、安定的に利用できる良質な木質チップの確保に努め運

用した。 

 

（２）ふくしま森林・山村多面的機能発揮対策協議会事務局事業 

  林野庁の森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業の福島県協議会（窓口）

としての業務を担い、森林整備等を実施する県内１３の民間団体へ、交付金

の交付事務や指導、国や県、市町村との調整を行った。 

  

５ 植樹緑化事業（公益事業） 

サクラ植栽事業（平成２７年度まで実施）で植栽したサクラの適切な管理を行

うため、施肥や病害枝の除去、除草等の管理を行った。 

 

６ 講師等派遣事業 

・大玉村立玉井小学校の「総合的な学習」の講師を担当した。 

・もりの案内人養成講座の講師を担当した。 

 

７ 調査・研究事業  

「自然環境基礎調査事業」として、イノシシ・クマ・ニホンジカの調査などを

行った。森林館にクマ・イノシシの生態についてのパネルを設置し通年で一般

客向けに情報を提供した。 

 また、森林環境教育での活用を目的に、人工池の生き物調査を行った。 

 

８ 地域振興と社会貢献 

（１）地域振興 

① 県内観光地等の振興 

   県内各地の観光地や近隣の観光施設などを、フロントを中心に案内や紹

介を行った。 

 



② 授産施設支援 

     ビジターセンター、ショップ等における県内授産施設産品の販売を行っ

た。 

③ 地場産品の販売促進 

     農産物や手工芸品などを中心とした地元産品の販売、地元食材等の紹介

及び活用を行った。 

 

（２）社会貢献 

   令和４年度学校教育利用割引 

フォレストパークあだたらオートキャンプ場利用者に対する財団独自の

割引を行った。    

・学校教育利用割引率 ５０％ 

 

９ 令和４年度における新型コロナウイルス感染症への対応 

 利用者及び職員の新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年６月に

策定した「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を基に対策を講じた。 

（１）予約の制限と広報 

〇 受付や温泉施設における密集状況発生防止のため、提供施設数を８０％

に制限（１１月中旬以降は、一部施設の冬期クローズ期間となり提供施設

数が減少するため、制限はなし） 

〇 新型コロナウイルス感染症対策を、予約電話や受付時に説明するととも

に、ホームページに掲載し呼びかけ 

（２）施設等の使用制限 

〇 室内子ども遊び場の閉所 

〇 ロビー及びカフェの座席とテーブルの一部撤去 

〇 テント、シュラフ、毛布等のレンタル休止 

   （３）ビジターセンターでの対応 

〇 受付は密を避けるためお客様１名で受付、マスクの着用、手指の消毒の

呼びかけ、並ぶ際の間隔を確保 

〇 フロントカウンターやショップレジ等に透明シート設置、換気の実施、

受付時に対応人数を増員、利用説明資料を改善 

〇 温泉施設では、脱衣所の換気、入場者数の調整（空いている時間への誘

導、下足置き場の一部封鎖、脱衣籠の一部撤去） 

〇 受付カウンターやカフェのテーブル、お客様に渡すカードホルダー、自

動販売機などを定期的に消毒 など 

 

 



（４）他施設での対応 

〇 コテージ、トレーラーハウスの消毒強化 

〇 テントサイトのサテライト内洗面所への石けん配置  など 

 

（５）職員の感染症対策 

〇 執務時のマスクの着用、手の消毒、休憩室での密集と食事時の相席を

回避 

〇 体調不良時は出勤しない、出勤時の体温測定、健康管理のチェック 

〇 感染懸念時の検査と報告の徹底 など 


